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高天神城跡
かみひじかたみねむかい

1.調査 地掛川|市上土方嶺向 3136ほか
しせきせいび

2.調査の原因 史跡整備

3. 調査の面積 200 ni 

4. 調査の期間平成 19年 12月~

5. 調査の内容 平成 20年 3月
ほんまる おびくるわ ごぜんくる

前年度に引き続き、史跡整備事業として、本丸ゾーン(本丸東側の下の帯曲輪・御前曲
わ さんまる

輪・ 三の丸の北の帯曲輪)の調査を実施しました。
せっくつ やますそそ

この結果、本丸東側の下にあり、石窟から南へ続く帯曲輪では、山裾に沿って石組み

の排水溝が、崖側には粘土を積み上げた土塁が構築されていることがわかりました。こ
はいすいこう

の排水溝は、途中でL字状に屈曲して、谷側へ水を流す構造となっていました。通路に
だんさ きゅうしゅんがけ

は、段差が設けられた箇所がありました。本丸のすぐ下とはいえ、急峻な崖下には曲

輪などが存在しない所で、なぜこのように手間ひまをかけて通路・土塁・排水溝を構築

したのか不明な点が多く、今後の検証が必要になります。排水溝を屈曲させたり、段差

によって障壁を設けたりして、敵の侵入を困難にしていた可能性があります。
なわばりず

三の丸北側及び本丸西側下の曲輪は、縄張図とほぼ同じ形状であることがわかりまし
ひらば ぞうせい

た。三の丸北側では、 三の丸方向から帯曲輪が続き、北側で広い平場を造成して曲輪と

していることがわかりました。
いぶつ

各地点においてわずかですが、遺物が出土しました。本丸東側下の帯曲輪から出土し

た遺物のほとんどは、本丸からの流れ込みと考えられます。三の丸の北の曲輪では、 16
ばちかめ てんもくちゃわんくぎ

世紀中葉から後半に位置づけられる、すり鉢・蚕 ・かわらけ・天目茶碗・釘などが 20点

ほど出土しました。

L字状に屈曲する排水溝
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1.調査地掛川|市高田1248-1ほか
しせきせいび

2.調査の原因 史跡整備

3.調査の面積 119ni 

4. 調査の期間平成 19年 12月~

5.調査の内容 平成 20年 3月
わだおかこふんくん

国史跡に指定されている和田岡古墳群の内、吉岡大塚古墳の発掘調査を実施しました。
ほたてがい

この古墳は、上から見た形が帆立員に似ていることから帆立貝形古墳と呼ばれる、珍し

い形の古墳です。造られた時期は、古墳時代中期の中ごろ(約1， 550年前)と考えられ

ています。古墳は、全長 55m、後円部の直径が 42mで、古墳を取り巻く溝(周溝)底

吉岡大塚古墳全景(南から)
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から墳頂部(後円部の頂上)まで約 7.5mの高さがあります。
こうえんぶ は あく

今回の調査は、後円部の形状等を把握するため、墳頂部の中心から南(第 1)、東(第 2)、

北(第3)の三方向に、周溝の外側まで延びるトレンチ(溝状の試掘坑)を設定して実施

しました。

後円部の高さの 2分の 1からやや下に、幅1.7mのテラス(段)が存在することがわかり

ました。テラスの縁に直径 15cmの埴輪が据えられた状態で検出されたことから、テラス
はに わ

の縁に、埴輪が並んでいた可能性が高くなりました。
み ば りゅう しゆっ ふきいし

古墳の斜面には、見栄えを良くし、 土の流 出 を防ぐための葺石があることがわかり

ました。古墳を取り巻く周溝は、上端の幅約 12m、底の幅約 7m、深さ約 1mの底が平

らな溝であることがわかりました。
ふんきゅう すそぶ ぶん はへ ん

テラスと墳丘の裾部分から埴輪の破片が出土しました。

埴輪の検出状況

i5.境ll#ff肩身の待究者主主笠A'盆犀溺、
a.要II#ffCT坊の:kA!.:t坂夏の芳j苦
いま さかいせ き

今坂遺跡(第 6次)
よしおか

1.調査地掛川市吉岡1771ほか

2. 調査の原因 茶園改植

3.調査の面積 1， 500 ni 

4. 調査の期間平成 19 年 6 月 ~11 月 ~ • .....，~ 

5. 調査の内容 完掘の状況
じよ うもんじ だ い こ うき たてあなじゅ うき ょあと やよ いじ だ いこう き

調査では、縄文時代後期(約 3，500年前)の竪穴住居跡 1軒と、弥生時代後期(約1， 800 

年前)から古墳時代前期(約1， 700年前)の竪穴住居跡 20車干のほか、多数の土坑・小穴が

発見されました。

周辺域では縄文時代の遺跡の調査例はほとんどなく、石で固まれた炉を伴った竪穴住

居跡は、貴重な発見となりました。

今回発見された古墳時代前期の竪穴住居跡の中には、当時の一般的な住居とは異なっ
だん ろ

た特徴をもつものがありました。当時の一般的な住居では、調理や暖を取るための炉が
そな

住居の中央もしくはやや壁寄りに備えられているのに対し、今回発見された住居では竪
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中原遺跡
昔同支援古s墳
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7.高田遺跡(第 20次)

8.女高 I遺跡(第 10次)
9.女高 I遺跡(第 11次)
10吉岡原遺跡(第 6次)
11吉岡原遺跡(第7次)
12吉岡下ノ段遺跡(第6次)

， 1.吉岡大塚古墳

2今坂遺跡(第6次)
3瀬戸山E遺跡

4.高田遺跡(第21次)
5.高田遺跡(第 17次)
6.高田遺跡(第 19次)

高田・吉岡地区の遺跡分布と調査地点

穴内の一隅にあり、その構造は炉とは異なりカマドに近い形態のものでした。また、物

を置くためと考えられる棚状の施設を備えている住居も発見されました。

古墳時代中期の土坑墓は、長さ 4.7m、幅 2.4m、深さ O.9mを測る大型のもので、古
しゅたいぶいがいほうむ あな そんしょく てっけん

墳の主体部(遺骸を葬った坑)と比べても遜色のない規模で、中からは鉄剣が出土じ

ました。周囲には、古墳が存在した形跡はなく、大型の土坑墓のみが造られたと考えら

れます。
ちょうふく

弥生時代後期から古墳時代前期におよぶ竪穴住居跡は、ほとんどが重複して発見され
みっしゅう

ており、住居が密集する集落が存在したと考えられます。古墳時代の中ごろになると、

集落の規模は小さくなり、大型の土坑墓が造られました。今のところ、大型の土坑墓に

ついては不明な点が多いのですが、和田岡古墳群の出現を考える上で重要な資料と言え

ます。
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調査地掛川市吉岡1641-2ほか

調査の原因 茶園改植

調査の面積 1，206 rrf 

調査の期間平成 19年 8月'"'-'12月 t:. ~'4園田鹿 明 ー

調査の内容 竪穴住居跡(古墳時代前期)
はらのやがわ けいせい かがんだんきゅう にしがわえんべんぶ

調査区は、原野谷川により形成された河岸段 Eの西側縁辺部に位置し、西側・南側・

東側の三方を谷に固まれています。
やよいじだいこうき とふんじだいちゅうき たてあな

調査では、弥生時代後期(約 1，800年前)から古墳時代中期(約1， 600年前)までの竪穴
じゅうきょあと ほったてばしらたてものあと どこう しよ うけつ みっしゅう

住居跡26軒、掘立柱建物跡、多数の土坑・小穴が発見されました。竪穴住居跡は、密集

し重なり合っていました。同じ場所で何回も建てられたためと考えられます。
もくさ'い かや

古墳時代の竪穴住居跡からは、火事で、炭になった木材や萱などが発見されました。
かるいしせい といし こくようせき

出土遺物は、縄文時代中期から古墳時代中期までの土器のほか、軽石製の砥石、黒曜石
〉たまり つむ どせいぼうすいしゃ

の塊、糸を紡ぐための土製紡錘車などがあります。

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

土器の出土状況
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高田遺跡(第 21次)

1.調査地掛川市吉岡1305-2ほか

2.調査の原因茶園改植

3. 調査の面積 525 rri ・ 4 
を .r. ....I~.l 

4.調査の期間平成 19年 11月"-'12月 7 ・引
5.調査の内容 布掘りの掘立柱建物跡(弥生時代後期)

こ占為ん じだいぜん き たてあなじゅうきょあと

調査では、弥生時代後期(約1，800年前)から古墳時代前期(約 1，600年前)の竪穴住居跡
ぬのぼ ほったてばしらたてものあと ど こう しようけつ えど じだい こう さ

3軒、布掘りの掘立柱建物跡 1棟、多数の土坑・小穴と、江戸時代後期の溝跡・土坑・

小穴などが発見されました。

弥生時代後期の布掘りの掘立柱建物跡は、地面に溝を掘り、その中に柱を立てた建物で、
よしおか た かだ だんきゅうじよう すうと う

吉岡・高田の段丘上でも数棟しか発見されていない非常に珍しいものです。
ためあと

江戸時代後期では、溝跡、溜跡、方形の大型土坑、ゴミ穴と考えられる土坑などが発見

されました。周辺域では江戸時代の集落の調査例はほとんどなく、当時の集落の様子をう

かがい知ることのできる貴重な発見となりました。
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竪穴住居跡(弥生時代後期)

以下の遺跡は、 平成 18年度に発掘調査が実施され、平成 19年度にその内容が報告書

としてまとめられました。その概要を紹介します。

土器の出土状況(古墳時代中期)

中期の住居跡から

たかだいせ き

高田遺跡(第 17・19・20次)
第 17次調査地点は、縄文時代中期(約4，500

やよい じだいこうき こふん

年前)、弥生時代後期(約1.800年前)から古墳
じだいちゅうき

時代中期(約 1，600年前)にわたる集落跡でし

た。周辺では検出例の少ない、縄文時代中期
たであなじゅうきょあと

の竪穴住居跡が発見されました。弥生時代後
どこうぽ どきかん

期では、土坑墓・土器棺が発見され、この調

査地点が当時の集落の端であることがわかり

ました。古墳時代では、検出例のない大型の竪穴住居跡が検出され、

6 



は土器がまとまって発見されました。

第 19次調査地点は、弥生時代後期から古墳時代中期(約 1，600年前)にわたる集落跡

で、竪穴住居跡の重複と多くの柱穴の存在から、住居が密集する集落が存在したこと

がわかりました。また、周辺では検出例のない古墳時代中期のゴミ穴が検出されました。

第 20次調査地点からは、周辺では検出例の少ない弥生時代中期(約 2，000年前)の土器

が出土しました。

摂骨~. 艦略智跡1{.~地 説1

女高 I遺跡(第 10・11次) tむし:テr，j雪量;bv帆\~ r.::
第 10次調査地点からは、議出制(約 謡長ゐ斗 ぷ 型投与b、¥
1， 700年前)の竪穴住居跡が検出されまし? - d寸 "....，品FU 」 司l~< 'tr7....1

第 11 次調査地点は、抗出掛(削ふ 読まと~/~'.<'\弘 二\::;
ι一一一ー司，ーー虞 P 官 、 1." :iOl:iII 也グ 、

年前)から古墳時代中期にわたる集落跡で、多 haaf-，u ~f z a ・~~'b -...¥ ， ‘ばeばtλ ト♂汚
数蜘の書開標?明;汚待閉県Pされ峠まし比たO 特に古墳時代前 《熔1将斡較摂鮫絞杭::ひγ斗;子νドド}じ正斗λλλaヘ1':&v(¥;

期の方形周 1溝茸墓、古墳時代中期の溝跡は、周 〉ρ!九、h吹、た右小片J哩4迦~-巳叩 『司司~ 、
辺でで、も調査例が少なく貴重な発見となりまし 方形周溝墓の溝(古墳時代前期)

た。方形周溝墓からは、ミニチュア土器・石製模造品・ガラス玉など祭杷に関わる遺物

が出土しました。

よ しおかばらいせき

吉岡原遺跡(第6・7次)
だんきゅうえんベん やよいじだいこ

第6次調査地点では、段丘縁辺に立地する弥生時代後期(約 1，800年前)の方形周溝墓

が発見されました。群集する事例が多い中で、単独で存在する事例として注目されます。

第7次調査地点は、弥生時代後期から古墳時代前期(約 1，700年前)にわたる集落跡で
ぬのぼ ほったてばしらたてものあと

した。周辺では検出例の少ない、布掘りの掘立柱建物跡が発見されました。また、弥生

時代後期の砥石・ガラス玉も貴重な発見となりました。

吉岡下ノ段遺跡(第6次)

弥生時代後期(約1， 800年前)の方形周溝墓1基と柱穴が発見されました。

開発予定地内に遺跡はありませんか?
工事計画の前に確認してください。

掛川市内には現在694遺跡が知られており、県内でいちばん遺跡の多い市だといわれてい

ます。遺跡(埋蔵文化財〉は、私たちの "1~\のふるさとμ であり、後世の人たちに伝えていく

ことが大切です。

そのため、『文化財保護法』により、遺跡のある揚所で、土木工事や建築工事、茶園の改植

などをする揚合には、事前に県教育委員会に届け出をすることが義務づけられています。

届け出をせずに工事を始めたところ、遺跡が見つかったため調査をすることになり、完成が

遅れてしまった一ーということがないように、工事を計画する揚合には、早めに掛川市教育委

員会生涯教育課にご相談ください。

なお、教育委員会・図書館・支所には、市内にある遺跡の様子を示した『遺跡地図』があり

ますので、工事を計画する前にl白lず確認をお願いレます。

掛川市教育委員会生涯教育課文化振興室文化財係
電話(0537)2 1 -1 1 58 
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めいわ いんれき

明和 9年(1772)5月 21 日(陰暦)、現在の
ながやこでがや どうたくいっく

長谷小出ヶ谷地区において銅鐸一口が発見さ
とどけで

れ、掛川|藩に届出されました。掛川市教育委

員会では、この日を記して市民の埋蔵文化財

に対する理解と保護・保存しようとする意識

の向上を願い、出土文化財展を開催します。

文化財愛護シンボルマーク


